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第 1 章　　総論　　　　　　　　　　第 8 章　　校長と教員の関係





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　O 校長を思い出す。O 校長は教諭 M に対し、授業研究の的確な指示をして
























































































































































































































































































































































































































































































































































































　筆者は県立 I 高校出身である。I 高校の N 校長は時々軟式テニスを一緒に
やってくれた。通勤途上も生徒の仲間に入り、話してくれた。なぜかそれが
忘れられない。威信、威厳を持って接する校長もいい。校長室で読書する校
長もいいが、又一方、N 校長のような校長も好感がもてる。50年経った今も
忘れることができない。
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2　相互の信頼
 　「（校長は）相互の信用を回復することを努めなければならない。要するに
校長と生徒とは現在よりも一層親密にせなければならぬ。」（P258）
　信用信頼は親密から生まれる。校長と生徒との関係は担任を通じて行われ
る。校長は単なる監督者であってはならない。校長は担任を通じて、何でも
子どもたちのことを知っていると子どもに思わせることが大切である。こう
なれば児童生徒は校長を信頼することができる。校長は生徒と信頼関係を築
けるようになりたいものである。
3　生徒と対等ではない
　 「校長と生徒とは段階の違ったものである。同等の地位にあるものではな
い。どんな場合に於ても校長は校長らしく、生徒は生徒らしくなければなら
ぬ、設令生徒は生徒らしくなくとも、それは年少者のこと、思慮分別の足らな
いもののこととして、校長はドコまでも校長らしくなければならぬ。」（P258）
　校長と生徒は勿論対等ではない。生徒と相対して怒っていたりしてはなら
ない。生徒の反抗に一段上に立って対応するぐらいでないといけない。時々
生徒と対等の立場で怒ってしまう教師がいることがある。師としての心構え
で接したいものである。生徒の反抗を憐れむべきものと思って対応すべき
で、ましてや常軌を逸して怒っているようでは校長としてまだまだ未熟であ
る。
　かつて担任当時、K 校長から「見て見ぬふりのできる教員になれ。阿弥陀
さんを見よ。」と指導されたことがある。例えば不良行為をしている生徒が
いたとする。黙って見過ごすようなこともたまにはあってもいい。見るたび
に怒っているようでは低レベルの教員である。校長であるならばなお更であ
る。
4　生徒将来の方向
　 「校長と卒業せんとする生徒との関係は、最も密接でなければならぬ。
（略）自分は総ての生徒が其卒業するに当たっては、皆必ず校長の意見を聞く
やうにならんことを希望する。」（P259）
　卒業生に対して、将来の方向を示唆できるぐらいでなければならない。保
護者が尋ねてきたら、生徒の性質を熟知していて、子弟の方向を決定するぐ
らいでないといけない。すなわち、中学校であるならば3年の間に、それぞれ
の生徒の名前はもちろん、その適性や性格を知っていなければならない。そ
うでなければ、保護者が尋ねてきても何も答えられないからである。その意
味でも校長は一つの学校に長く勤務する必要があるかもしれない。
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5　偉才を発見せよ
　 「校長たるもの数年生徒の教育を担任し能くその性質を研究して天旻の如
何と精神励精の如何とを察するを得てその将来に大いに為すあるの才は必ず
これを発見し、発見したる以上はこれを放棄せず、適当の方法を講じて以
て発展を遂げしめるなら、即ち地の遺利を開発すると少しも差ひはない。」
（P260）
　在学中に才能のある人物を発見することである。こういう例は結構多い。
隠れている偉才を発見することは教育者の一大使命である。H 氏はその例で
ある。70年前のことである。国民学校（小学校）から高等科に進んでいた H
氏を旧制中学校に転学させ、東京大学医学部に進学させたのも M 校長であ
る。この H 氏は未だに赤ひげ先生として老人医療に精を出しているようで
ある。M 校長の偉才の発見はその典型である。船乗りとして遠く広島県まで
出稼ぎに行っている両親、船乗りの子どもに学問はいらんという両親に筆で
巻紙に手紙を書き、その必要性を何度となく説いたという。素晴らしいエピ
ソードである。
6　校長に対する信用
　 「今後生徒が入学を希望し、又は学校を選択するには、先づ第一に其校長
を見て入学の動機と為すに至らんことを希望するのである。」（P262）
　福沢諭吉の慶応義塾、新島譲の同志社、すべて校長を慕って学生は集まっ
てきた。校長はこうでありたい。校長を信用して入学するようでありたい。
欧米ではこういう例は多いそうである。前に見た明治の塾の事例はまさにこ
のことを証明している。校長を慕って学生が集まるような校長でありたい。
今でも私学にはこういう例は多い。東京都の学校選択制はこれと関連するか
もしれない。
第10章　校長の快楽と苦心
　 「校長の職務は極めて重大なる責任を有するもので、亦極めて困難なるも
のである。故に其心配苦労は一通りのことではない。」（P262）
　校長の苦労は並大抵のことではない。一国の宰相と並ぶほど心配苦労は絶
えない。
1　教員の不一致についての心配
　 「もし学校にして教員の間に軋轢を生じたならば、其効果を挙ぐることの
出来ないのは勿論、甚だ不都合なる結果を生ずるものである。」（P262）
　誤解や軋轢は常にあるものである。多くの教員間の誤解軋轢があると、い
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い教育効果をあげることはできない。「チーム学校」が昨今のキーワードであ
る。教員間の人間関係こそ重視していかなければならない。
2　生徒の不都合に対する苦労
　 「多数の生徒中に偶々不都合の行為を為す者の一二出づると云うことは已
む得ないことである。併ながら一たび学校よりして不都合の者を一二出すと
きには、学校は世間の攻撃の衝となることを免れない。」（P262-263）
　生徒の事故や不良行為など心配事は絶えない。学校の事故や問題行動が表
ざたになりマスコミ等で報道されれば、評判も悪くなり、校長はマスコミ等
の餌食になる。今日で言えば、いじめ自殺問題などはその典型的な例である。
だから校長は隠そうとするわけだが、こういう時こそ、正々堂々と関係者に
説明できるくらいの校長でありたい。そういう校長を教員、保護者は期待し
ている。
3　其他の心配
　 「教員の欠勤、生徒の欠席の如き心配の一原因である。更に有形上のこと
にしては、或いは伝染病の如き、或いは出火の如き、或いは盗難の如き常に
注意を怠らぬとしても往々にして免れ難いことである。」（P263）
　うつ病による療養休暇を取る教員も増えてきている。いじめ、不登校、校
内暴力等も一向に減らない。校長の心配は絶えない。その他、火災、伝染病、
盗難等次々と心配の種は尽きない。現在であるならば、保護者のモンスター
ペアレントなどもここに入ると思われる。
　しかし、一方で校長にしか味わうことのできない楽しみがある。
　 「若し学校長の快楽とする方面を眺むるときには、世の中に学校長の楽し
みほど大なるものはないかと疑われるものもある。」（P263）
　校長ほど楽しみや喜びが多いものはないというのが澤柳の結論でもある。
（1）育英の楽しみ
　 「若し其中より一人の英才を出すことがあっても其快楽や譬ふるに物がな
いと言ってもよかろう。而して斯の如きの楽みは校長にして初めて感ずるこ
とが出来るのである。」（P263-264）
　教え子の心身の発達を見ることほど楽しみはない。まして一人の英才を出
すことがあれば、その快は例えようのないほどのものである。もちろんそれ
は校長一人の手柄ではないが、自分の学校から優秀な生徒が出たことは大い
にうぬぼれてもいい。
　いつもこの事例で思いだすのは前に述べた（P32）H 氏のことである。昭
和12年のことである。当時船乗りの子どもであった H 氏。学校へ行くこと
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を許さなかった父母。その父母、祖父母を説得して、高等科から東大の医学
部へ進学させた前に述べた話である。M 校長の話は忘れられない。教え子が
各方面で活躍、いや誠実に働いていてくれることは校長としても、楽しく嬉
しいことである。町であった時など、「校長先生」と声をかけて寄ってきて 
くれるのはもっと嬉しい。
（2）良教員、良生徒を得る楽しみ
　 「若し幸にして良教員を得ることが出来たならば非常な満足愉快を感ずる
ことが出来るのである。又生徒の中より不良の徒を出す心配を述べたが、世
間の称賛を博するが如き良生徒を出したるときには、其愉快と云うものは非
常に大なるものである。」（P264）
　自分の部下職員で、周囲の方から認められ栄進等をすれば、こんな嬉しい
ことはない。また、生徒の中で、勉強面、運動面で活躍する生徒がいればこ
んな嬉しいことはない。これは他の生徒にも「やればできる」という自信を
与えることになる。かつて筆者の高校生時代、N 校長の1時間の特別講義が
あった。それは筆者に感銘を与えてくれた。その後、筆者は小学校の教師か
ら校長を経て大学の教授になったわけだが、N 校長が存命ならばきっと喜ん
でくれたに違いないであろう。
　特に卒業後、大成した生徒に慕われるくらい嬉しいことはないであろう。
若し自己の感化が自覚されれば満足は大きいものがある。いや大成しなくて
もいい。市井の一般人として、誠実に満足して生活していてくれればそれで
いい。かつての教え子で、町で会うと必ず「先生」と言って寄ってきてくれ
る教え子がいる。校長時代の教え子ではないが、「教師」としての楽しみを感
ずる。
　 「予は現在の校長、又将来の校長が大いに苦しみて大いに楽まむことを切
望する者である。」（P264）
　いずれにしても校長は大いに苦しみ大いに楽しむべきである。世間ではは
なはだ楽観主義の校長が多い。「心配すべきことを心配せず、苦労すべきこと
を苦労せず」ということははなはだ遺憾である。澤柳は「校長は大いに苦し
み、大いに楽しめ」と言っているのである。
（3）校長の成功
　 「校長の成功と云ふことは、棺を蓋ふて後云ふことを得べきである。寧ろ
教育事業に於て他の事業の如く成功を談ずることは出来ないと思ふのであ
る。」（P265）
　校長の成功はなかなか難しい。その成果は10年後、20年後である。卒業生
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や教師たちに表れてくるのである。それこそ棺桶に入ってから、その校長の
評価が出てくると言っても過言ではない。
　在職中は部下同僚から必ずしもよく思われていない場合もある。部下への
指導が厳しすぎるという場合もある。しかし、ひるがえって考えてみると、
その厳しさが個々の教員の成長につながっている場合が多い。筆者自身、三
河でもっとも厳しい校長に仕えた。それが筆者の成長につながった。校長の
評価は、その時にはすぐにできないが、数年後、十数年後に表れてくるかも
しれない。
第11章　各種の校長に就いて
1　小学校長　―教員の指導特に必要―
　 （1）「今日小学校の教員は種々の事情よりして不完全の者のあることを免
れない。（略）校長がこれらの教員を指導する任務は特に必要を感ずる。或い
は学力の不足なる者がある。之に対しては其学力を増進しなければならぬ。」
（P266）
　澤柳は小学校の教員は資格のある教員ばかりではないので、学力が低いと
している。したがって教員が力をつけるように言っている。校長は一般教員
に指導力をつけるようにしなければならない。今でいうならば現職教育、現
職研修をしっかりやるということである。教授法の習熟のために常に指導を
心がけよと指摘している。
　 （2）「小学校長は一町村若しくは一部落の精神上の中心たるの抱負をもっ
て居らなければならぬ。」（P266）
　学校は町村の中心である。その中心にいるのが校長である。したがって校
長は地域の精神上の柱としての抱負をもたなければならない。町村の知識
人、文化人の代表といわれるようになりたいものである。
2　中学校長　―光栄ある職―
　 「中学校長は青年の指導者は我を措て他にない、この大任に膺るものは我
の外にないとの抱負と前途の光明とを以てその職に盡くしてもらいたい。」
（P267）
　旧制中学校の生徒は国家の中核になる人物である。その生徒の家庭も経済
的に豊かな家庭が多い。そういう中学校の校長は甚だ光栄であるといわなけ
ればならない。それぞれの地域の中心に一校あるかないか位の存在である。
その中学校の校長である。旧制の中学校である。そこに通学する生徒は一つ
の小学校から2-3名しか行かない。そこの校長である。国家の将来の運命を握
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る者ということができる。だから相当の覚悟を以って事にあたらなければな
らない。
　現在の高等学校である。今は愛知県下でも高等学校の校長は200名程いる
が、明治大正期はおそらく20名程度であったであろう。となると旧制中学校
長の地位は相当高い。羨望の的である。旧制高等師範学校出身レベルの校長
であってほしい。大学受験生が容易に入学できるような大学出身の校長で
は、生徒が慕う度合も低い。その覚悟で校長は務めてほしい。
3　師範学校長　―小学教育改善の中心―
　 「師範学校長の其責任も亦決して軽くはない。小学教育の改良は一に其源
を師範学校に発するものと言はなければならない。小学教育は総ての教育の
土台である。此土台たる所の教育の善悪は一に師範教育の如何に懸って居
る。」（P267）
　小学校教育はすべての教育の土台である。小学校教員の育成にあたるのが
師範学校である。師範学校はその意義を踏まえて形式に流されることなく、
師範教育の精神を噛みしめて、ことにあたらなくてはならない。大正時代の
師範学校は、八大教育思潮があり、小原國芳（澤柳の弟子）はじめ各師範学
校は競って国内の教育をリードしたのである。大正自由主義教育の担い手は
各師範学校の附属小学校であった。
　今の教育大学は師範学校に相当するわけであるが、とても澤柳の主張する
ものとかけ離れていることは残念なことである。教授の中に、教員養成学部
は一般の大学よりもレベルが低いという偏見があるからである。
　現在の教員養成は開放制となり、一般の大学でも教員免許を取得すること
ができる。そのため教員養成大学の役割がかつての師範学校とは異なってし
まった。そのためか、教員養成大学のあり方にも種々の考え方が生じ、必ず
しも教員養成が真剣に考えられていない面があることが残念である。
　かつては教員養成大学しか小学校教員免許が取れなかった。そのために学
芸大学や教育大学は小学校教育に熱心であった。しかし、昨今は私立の大学
で小学校教員免許を出すようになった。免許状取得目的であるということか
ら、最低単位で免許状を取得し、小学校教員としての資質が十分備わってい
ないというところも見られる。「理想の小学校像」をめざす教員養成をしたい
ものである。
4　実業学校長　―人物の養成・普通学科の重要―
　 「実業学校の校長としては、単に実業上の知識技能あるを以て足れりとせ
ず、教育者たるの思想抱負がなければならぬ」（P268）
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　実業学校、例えば農業高校、工業高校、商業高校などを考えてみるとよく
わかる。ここでは一般的に普通科目が軽視されているという傾向がある。こ
れではいけない。専門科目を重視することはわかるが、国語や数学等もしっ
かり学ばせなければならない。その校長は専門科目の他、哲学思想面の学識
を持っていることが大切である。そういうことが自然と生徒に移っていくよ
うに思われる。校長は心したいものである。
　実業学校が総合学科を新設する高等学校になっていることが多い。そこへ
民間人校長を登用する例が愛知県ではある。それなりに成果をあげている。
それどころか以前には考えることができないような成果が出ているのであ
る。筆者自身、民間人校長をやや卑下していたが、（授業のわからない民間人
校長は不適当と考えていた）これらのことから現在は見直している。流石と
思う学校経営をしている民間人校長がいる。手本にしたいものである。いず
れにしても実業学校も普通科目を重視し、人物の養成に力を入れてほしい。
5　高等女学校　―折衷の時期、容易であると思うな―
　 「女子教育に就ては、保守に偏せず急進に失せず、中庸を得て行くと云ふ
ことが最も必要であらうと思ふ。（略）尚ほ今日の高等女学校長に於ては之を
他の学校長に比して劣る所のものがある。これらの人は大いに奮励して十分
の学識を具ふるに至ることを期せなければならぬ。」（P268-269）
　女学校は中学校に比べ下に見られていた。中学校の教員は男教員がほとん
どであるが、女学校教員は女教員が半数以上である。そのことからやや下に
見られ、校長も容易とみられる。しかしそうではない。家庭の主婦になる者
ばかりで、良妻賢母の養成をしなければならない。わが国の家庭のあり方は
女学校にかかっていると言っても過言ではない。重要な役目である。心して
当たらなければならないと澤柳は言っている。現在は男女共学になり、女子
高校は少なくなったが、まだ私学には多い。女子高校の特色を生かす教育を
していただきたい。
第12章　校長の修養
1　学者にして道徳家
　 「凡て校長は学者にして道徳家たるの抱負を有して貰ひたいと思ふ。故に
学者としての知的修養道徳家としての道徳的の修養を怠らぬことが肝要であ
る。」（P269）
　校長は社会の先覚者たる覚悟がなければならない。かつ智徳の修業の第一
人者でもなければならない。つまり学識と人格の両方を兼ね備えた人物でな
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ければならないということである。
2　教師で学生
　 「校長として老熟し、多年の経験を積むことは甚だ望ましいけれども、其
相手とする所の生徒は常に活発なる青年男女である。校長たる者は常に清新
の精神を以て其の職務に臨むことが大切である。」（P269）
　校長は熟練した存在であるが、常に若々しさが必要である。なぜなら若い
生徒がいるからである。常に一書生として研究に没頭すると言った側面も必
要である。大げさに言えば一生学生という姿勢がほしい。筆者は60歳、還暦
を過ぎてから大学院に学んだが、こういう姿勢こそ大事だと自負している。
常に清新の気持ちをもって職務に当たるべきである。
3　失敗より教訓を得よ
　 「校長の仕事は最も困難なるが故に如何に思慮ある者も時には失敗するこ
とを免れない。此場合に於ては其失敗を利用して是より実際の教訓を得るこ
とを努めなければならない。」（P270）
　校長の仕事は前に見たように困難であるから思慮深く対応しても時には失
敗する。その時は他に転嫁せず、自分が深く反省し、それを次の教訓にして
いけばいい。ましてや部下職員に難癖をつけ、責任を転嫁することがあって
はならない。
4　修養の機会多し
　 「教師の研究を奨励せんとしたならば、自ら研究をし、其読書を鼓舞せん
としたならば自ら率先して読書をなさなければ駄目である。」（P270）
　教師と読書の関係は数多く言われている。戦後の教育の欠陥を「教師が本
を読まなくなったことだ。」と森信三（元建国大学教授）は言っているが、教
員の上に立つ校長は殊更読書家でなければならない。校長は教員や生徒の先
頭に立ち、修養に読書に研究に率先垂範でなければならない。筆者の尊敬す
る S 校長は、現職時代はもちろん定年退職後も『中央公論』『文芸春秋』等
の月刊誌は必読書である。月2-3冊読んでいる程度で、読書家きどりで、「趣
味は読書ですと言ってほしくない」と言っていた。
　 「校長の奮励は第一に自己の修養に全力を注ぐにある、校長の人格にして
高尚雄大であったなら教育の効果は細節を説くを要せずして挙がる。而して
人格の修養は校長の注意決心によりて大にその功を積むことが出来ると思
ふ。」（P272）
　生徒や教員の中には、専門の分野において校長がとても及ばない者もい
る。それらと競うことはとても無理である。しかし人格の点では校長は教育
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者中の教育者である。人格の点において何人にも負けない。いやもしも校長
の上を行く人格者が教員、生徒の中にいたならば、それも望むところである。
素晴らしいことである。それを手本にして精励すればいいだけである。
　 「余の希望は之を将来の校長に向て云ふのではなく敢て現在の校長に要求
するのである。」（P272）
　本論の目的はこれからの校長に言っているのではない。現校長に言ってい
るのである。現校長に対して批判が多くなってしまったがそれだけ期待が大
きい。要望・要求が多くなってしまったがそれだけ期待が大きいというわけ
である。
　ある教育学者は、澤柳の校長論について、「校長は教師の主脳・学校の船
長・学校活動の中心として、校長の人格・学識・見識・任務・地位・任期・
教員や生徒との関係・苦楽・修養および各種の校長に就いて、適切な指針を
与えている。以上が単なる教養論に終わっていないのは、彼が教育行政・教
育実践・教育研究に精通し、教師の身分、授業の改善、教科書の活用、教育
社会の向上など、極めて視野広く見識にすぐれ、着実な見通しを以っていた
からである。」
⑼
と述べている。今日では常識的また保守的な点も多く見られ
るが、明治時代という当時の社会事情からみると、名論や卓説が多く含まれ
ていると言わざるを得ない。
　最後に澤柳の「私は教育界の渡り鳥であった。・・・決してほめたことで
はない。その結論を言うと、小学教育が最も興味の或るもので、之に次ぐも
のは中学、それから高等教育、最後のものが大学であるということである。
重要の度も以上の順序にあると私は確信している。」
⑽
の言葉からもわかるよ
うに、小学校教育に最重点を置いている。小学校、中学校、高等学校、大学
の教師経験のある筆者には、納得のいく言葉であると確信する。
おわりに
　以上校長論のエッセンスを筆者の考えと合わせて要約した。今から100年
以上も前の論稿がそのまま現在の校長に適応することができることに、今更
ながら驚嘆する。つくづく素晴らしい校長論だと思う。今まで、数々の校長
論を読んできた。例を挙げるならば、東井義雄、斎藤喜博、丸木政臣、金沢
嘉一の各先生たちである。昭和を代表する校長たちである。筆者が尊敬した
校長たちである。しかし、澤柳の校長論はそれらの校長論と比べ、また一味
違っており、体系的で理路整然としていることが特色である。これだけの校
長論は今まで見たことがない。
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　ところが、この原稿を脱稿しようとしたとき、思わず素晴しい「校長論」
に出会った。私の尊敬する愛知県三河の大先輩の中西光夫先生である。今年
の5月にご逝去された。「未来に繋ぐことば」として、校長論が紹介されてい
る。
⑾
 余りにも澤柳政太郎の校長論と共通している。ここに紹介し、校長の心
得として、現職校長の戒めの言葉としたい。
◆校長心得
　 「教師としての教育愛がみなぎっているか、教育という使命にヤル気、気
力が充実しているか。」これに欠くるところがあれば、即刻校長の辞表を出さ
ねばならぬ立場である。
1　職員に対しては
○校長は、常に職員の総意のあるところを洞察していなければならない。
○ 校長として、一番大事なことは、わけへだてなく「部下職員を愛する」こ
とだ。
○ 公金の扱いと、校長の男女関係については、常に意を用いて、事を未然に
防ぐこと。
○ 一人一人の職員について、なるべく早めに長所を見つけること。どの教師
に対してもどこか一点、自分の及びがたい点を発見できるようでなくては
ならぬ。
○ 人生における校長・教頭の縁 ― 校長と教頭は、人生における一つの深い
機縁というべきで、両者が心を一つにすることは、学校経営における至上
命令である。
○ 現職教育のテーマのとり上げ方 ― ある特定の教科で行くか、いろいろな
教科を順次とり上げるか、研究発表の持ち方は・・・、校長の得意とする
教科をテーマにとり上げることは、慎重でありたい。
2　子どもに対して
○ 児童生徒との接触を考えるべき、校長も時に授業をやるとよい。校長はま
た、努力して子どもの作文や日記を読む必要がある。
　・問題生徒と校長との関係が持てるようにしたい。
○ 子どもに万一の事があった場合は、生死に拘わらず、校長は詰め腹を切る
くらいの覚悟が必要。
　今、第三の教育改革が進行しているこの時期に、校長のあり方を再考すべ
き時期に来ている。校長のあり方が再吟味されなければならない。その時、
参考になるのがこの著書であり論文である。現在の校長は何万といるであろ
49
澤柳政太郎の「校長論」■
うが、それぞれの校長が自分のあり方を振り返り、それぞれの学校の使命を
再度考えていただけるならば、望外の喜びである。偶然、氏の論文を見て、
自分一人のものにしておくのはどうかと思い、ここに紹介したのである。世
の校長が、氏の原典に当たって、再度読まれることを切望する。それが実行
されれば、きっと日本の教育界も素晴らしいものになっていくに違いないで
あろう。
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